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製品に ついての; ま意事項 

このガイドでは、ほとんどのモデルに共通 
の機能じついて説明します。一部の機能 
は、お使いのコンピューターでは使巧でき 
ない場合があります。 


ソフトウてアを項 

このコンピューターにプリインスI'ールさ 
れている任意のソフトウェア製品をインス 
トール、複製、ダウンロード、またはその 
他の方まで使用することによって、お客様 
は HP EULA の条件に従うことに同意した 
ものとみなされます。これらのライセンス 
条件に同意されない場合、未使用の完全な 
製品（付属品を含むハードウXアおよびソ 
フトウェア）を14曰1^>1内に返品し、購入店 
の返金ち針に従って返金を受けてくださ 
い。 

より詳しい情報が必要な場合またはコン 
ピューターの返金を要求する場合は、お近 
くの販売店にお問い合わせ〈ださい。 


製品番号： 644178 -292 



ま全に関するごを意 


么 警告！ ユーザーが火傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敦いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 
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• 情報の確認 


コンピューターをセットアップして登録した後に、な下の作業を実行することが重要です。 

• インターネットへの接続：インターネットに接続できるように、ち線ネットワークまたは無線 
ネットワークをセットアップします。詳しくは、 21 ぺージの「ネットワーク I を参照してく 
ださい。 

• ウィルス対まソフトウェアの更新：ウィルスによる被害からコンピューターを保護します。コン 
ピューターにはウィルス対策ソフトウェアがプリインストールされており、期間限定の無料更新 
サービスが含まれています。詳しくは、 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガイ 
ド』を参照してください。このガイドを表示する手順については、 2ぺージの「情報の確認 I 

を参照してください。 

• コンピューター本体の巧認：お使いのコンピューターの各部や特徴を確認します。詳しくは、 

4へーンの「コン亡ューターの概要 I ねよレ 這 へーンの「 ^ —ボートム. ぶ ' び'4、っン了ィンヴ 
デバイス I をを照してくださし、。 

• インストールされているソフトウェアの確認：コンピューターにプリインストールされているソ 
フトウ X アの一覧を表示します。[スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択します。コン 
ピューターにか属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造元の説明 
書を参照して〈ださい。これらの説明書は、ソフトウェアに含まれている場合やソフトウェアの 
製造元の Web サイトで提供されている場合があります。 










情報の確認 

コンピューターには、各種タスクの実行に役立つ複数のリソースが巧意されています。 


リソース 


提供される情報 


『クイックセットアップがポスター（印刷物） 

• 

コンピューターのセットアップちま 

コンピューターを部の名称 

『コンピューターの準備』 

• 

コンピューターの機能 

このガイドを表示するには、な下の操作を行います 

• 

無線ネットワークへの接続ろま 

[スタート]^[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 

• 

キーボードおよびポインティングデバイスの使用方法 

ド]の順に選がします 

♦ 

ハードドライブおよびメモリモジュールの交換またはアップ 

または 


グレードちま 

[スタート]^[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP ド 

• 

バックアップおよび復元の実行ちま 

キュメント]の順に選キ尺します 

• 

サポート窓口へのお問い合わせちま 


• 

コンピューターの仕様 

『HP ノートブックコンピューターリファレンスガ 

• 

電源の管理機能 

イド J 

• 

バッテリ寿命を最大限に延ばすちま 

このガイドを表示するには、レ: t 下の操作を行います 

• 

コンピューターのマルチメディア機能の使巧ちま 

[スタート]^[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 

ド]の順に選がします 

• 

コンピューターを保護する方ま 

または 

• 

コンピューターを手入れする方法 

[スタート]^[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP ド 

• 

ソフトウ X アを更新するちま 

キュメント]の順に選キ尺します 




ヘルプとサポート 

[ヘルプとサポート]にアクセスするには、[スタート]一 
[ヘルプとサポート]の順に選がします 

を記： お住まいの国または地域のサポート情報につ 
いては、 httD :// www . hp . com / su [3 日 ort / でお住まいの国ま 
たは地域を選巧して、画面の説明におって操作してく 
ださい 


オペ レーテ ィングシステムの情報 

ソフトウェア、ドライバー、および BIOS のアップデート 
トラブルシューティングツール 
テクニカルサポートにアクセスする方法 


『規定、ま全、および環境に関するごミ主意 J ] 

このガイドを表示するには、レ: t 下の操作を行います 

[スタート]^[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]の順に選がします 

または 

[スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP ド 
キュメント]の順に選キ尺します 


規定およびま全に関する情報 
バッテリの処分に関する情報 
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リソース 提供される情報 


『快適に使用していただくために』 • 

このガイドを表示するには、下の操作を行います 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]の順に選キ尺します 

または 

I ：スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP ド 
キュメント]の順に選択します 

または 

http :// www . hp . com / erqo / から！~日本語1を選キ只します 


『サービスおよびサポートを受けるには J (日本お外の HP のサポート窓口の電話番号 
国や地域のお問い合わせ先については、製品に付属し 
ている冊モ 『Worldwide Telephone NumbersI (英語 
版）を参照してください） 

この冊子はお使いのコンピューターに付属しています 


HP の Web サイト • サポートに関する情報 

この Web サイトを表示するには、 http :// www . hp . com / • 部品の購入とその他のヘルプの確認 

SU な) ort / にアクセスします 

• デバイスで利用可能なオプション製品 


限定保証規定* 保証に関する情報 

オンラインの保証を表示するには、下の操作を巧い 
ます 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]- ■>[ 保証に関する情報の確認]の順に選がします 

または 

[スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP ド 
キュメント]^[保証に関する情報の確認]の順に選が 
します 

または 

http://www-hp-Com/go/orderdocuments/ 力、ら[日本（日本 
語） ] を選択します 


* お使いの製品に適巧される HP 限定保証規定は、国や地域によっては、お使いのコンピューターに収録されている電子マ 
ニュアルまたは製品に同袖されている CD や DVD に収録されているドキュメントに明示的に示されています。日本向けの 
日本語モデル製品には、保証内容を記載したか冊子、『サービスおよびサポートを受けるには』が同個されています。また、 
日本お外でも、印刷物の HP 限定保証規定が製品に同個されている国や地域もあります。保証規定が印刷物として提供され 
ていない国または地域では、 EP 刷物のコピーを入手できます。 http :// www . h 日. com / qo / orderdocuments / でオンラインで申し込 
むか、または下記宛てに郵送でお申し込みください。 

• ：!ヒ米： Hewlett - Packard , MS POD , 11311 Chinden Blvd , Boise , ID 83714, USA 

• ヨーロツパ、中東、アフリカ： Hewlett - Packard , POD , Via G . Di Vittorio , 9, 2006 3, Cernusco s/Naviglio ( Ml ), Italy 

• アジア太平洋： Hewlett - Packard , POD , P . O . Box 200 ， Alexandra Post Office , Singapore 911507 

郵送で請求する場合は、お使いの製品名および保証期間（シリアル番号ラベルに記載されています）、ならびにお客様のお名 
前およびご住所をお知らせください。 


正しい作業環境の整えち、作業をする際の正しい姿勢、および 
作業上の習慣 

電気的および物理的ま全基準に関する情報 


情報の確認 3 














2 コンピューターの 概要 


• 表面の各部 
• 前面の各部 
• ち側面の各部 
• 左側面の各部 
• ディスプレイの各部 
• 背面の各部 
• 裏面の各■部 


表面の各部 

タッチパッド 


〇 
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名称 


説明 

(1) 

ポイントスティック（一部のモデルのみ） 

ポインターを移動して、画面上の項目を選択したり、アク 
ティブにしたりします 

(2) 

左のポイントスティックボタン 

ポイントスティックとともに使用でき、外付けマウスの左 
ボタンと同様に機能します 

(3) 

タッチパッドオソオフボタン 

タッチパッドをオンまたはオフにします 

(4) 

タッチパッド 

ポインターを移動して、画面上の項目を選がしたり、アク 
ティブじしたりします 



ま記： タッチパッドのち端部分で垂直スクロールを巧え 
ます 

(5) 

左のタッチパッドボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(6) 

ちのポイントスティックボタン 

ポイントスティックとともに使用でき、外付けマウスのち 
ボタンと同様に機能します 

(7) 

ちのタッチパッドボタン 

外付けマウスのちボタンと同様に機能します 


を記 

す。 

お使いの コン ピューターに最も近い図を参照してください。下の図は英語版のキー配列で 
日本語版のキー配列とは若干異なります。 
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名称 



説明 


(1) 


タッチパッドオン/オフランプ 

• 

オレンジ色：タッチパッドがオフになっています 




• 

消灯：タッチパッドがオンになっています 

(2) 


Caps Lock ランプ 

点な 

: Caps Lock がオンになっています 

(3) 

む 

電源ランプ 

• 

点灯：コンピューターの電源がオンになっています 



• 

点減：コンピューターがスリープ状態になっています 




• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、/、 
イバネーシヨンが態になっています 

(4) 

(が 

無線ランプ 

• 

白色：無線 LAN デバイスや Bluetooth ® デバイスなどの 
內蔵無線イスの電源がオンしなっています 




• 

オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっていま 
す 

(5) 


QuickWeb ランプ 

• 

点灯：コンピューターの電源がオンになっています 




• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、/、 


イバネーシヨンが態になっています 

注記： 詳しくは、このガイドの 「HP QuickWeb 」 の項目 
および [HP QuickWeb ] ソフトウエアの ヘルプを 参照してく 


ださい 

(のが' 

ミュート（ミ肖音）ランプ 

• 

オレンジ色：コンピューターのサウンドがオフになって 
います 



• 

消灯：コンピューターのサウンドがオンになっています 

(7) 

計算機ランプ 

• 

点灯： Windows ® の計算機機能がオンになっています 

圍 


• 

点減： Windows の計算機機能が有効になりました 

(8) 

Num Lock ランブ 

点灯 

: Num Lock がオンになっています 
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ボタンおよび指紋認証システム 


I ■著を 記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してください。下の図は英語版のキー配列で 
す。日本語版のキー配列とは若干異なります。 
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名称 


説明 

(1) 

タッチパッドオン/オフボタン 

タツチパツドをオンまたはオフにします 
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名称 


説明 


(2) 電源ボタン • コンピューターの電源が切れているときにボタンを押 

すと、電源が入ります 

• コンピューターの電源が入っているときにボタンを短 
〈押すと、スリープが開始されます 


• コンピューターがスリープが態のときにボタンを短く 
押すと、スリープが終了します 


• コンピューターがハイ/くネーシヨン状態のときにボタ 

ンを短く押すと、ハイ/くネーシヨンが終了します 


コンピユーターが応答せず、 Windows の シャツ トダウン手 
順を実行できないときは、電源ボタンを5秒程度押したまま 
にすると、コンピューターの電源が切れます 


電源の設定に関する詳しい情報を調べるには、レ:>1下の操作を 
行います 


• Windows 7 :[スタート]一[コントロ ールパネル]一 
[システムとセキュリティ]一语源オプション]の順に 
選択します 

• Windows Vista ® : [ スタート ] 一[コントロール パネ 
ル]一[システムとメンテナンス]一[電源オプション] 
の順に選がします 

• 『HP ノート ブック コン ピュ ーターリファレンス ガ 
イド』を参照します 


(3) (い)、 無線ボタン 無線機能をオンまたはオフにしますが、無線接続は確立され 

、1 * ません 


(4) 


QuickWeb ボタン 


コンピューターの電源が切れているときまたはハイバ 
ネーシヨン状態のときにこのボタンを押すと 、 [HP 
QuickWeb] が起動します 


• コン ピューターが Microsoft® Windows を実行して い 

るときにこのボタンを押すと、初期設定の Web ブラウ 
ザーが起動します 


• コン ピューターが [HP QuickWeb] を実巧しているとき 

にこのボタンを押すと、初期設定の Web ブラウザーが 
起動します 


を記： 詳しくは、このガイドの 「HP QuickWeb 」 の項目 
および [HP QuickWeb] ソフトウ エアのヘルプを 参照してく 
ださし 、。 [HP QuickWeb] ソフトウ エアが インストールされ 
ていないコンピューターでは、このボタンを巧しても操作や 
機能は実行されません 


(5) 

が 

ミュート（消音）ボタン 

スピーカーの音を消'したり音量を元に戻したりします 

(6) 

お 

計算機ボタン（一部のモデルのみ） 

Windows の計算機機能を起動します 

(7) 


指紋認記システム（一部のモデルのみ） 

パスワードの代わりに指紋認証を使用してログオンできま 
す 
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I ■著を 記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してください。下の図は英語版のキー配列で 
す。日本語版のキー配列とは若干異なります。 




心^^^^ 



■I 


W 


■Qll 



々 


6 e 

愛）® 



名称 



説明 


(1) 

esc 牛一 


fn キーと組み合わせて押すことによって、 
表示します 

システム情報を 

(2) 

ファンクシヨ : 

ンキー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、 
システムの機能を実行します 

頻繁に使用する 


表面の各部 







































名称 


説明 

(3) 

fn キー 

ファンクションキ ー 、 num Ik キ ー 、または esc キーと組 
み合わせて押すことによって、頻繁に使用するシステムの 
機能を実行します 

(4 ) な 

スタートキー 

[スタート]メニューを表示します 

巧 ）ら 

メニューキー 

アクティブなプログラムのショートカットメニュー（右ク 
リックメニュー）を表示します 

(6) 

内蔵テンキー 

内蔵テンキーがち効になっているときは、外付けテンキー 
と同様に使用できます。上の図は英語版のキー配列です。 

日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵テンキー 
の位置は同じです 

(7) 

num Ik キー 

fn キーと一緒に押すと、内蔵テンキーのち効/無効が切り誓 
わります 
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前面の各部 

~~ お使いの コン ピューターに最も近い図を参照してください。 


〇 




名称 


説明 


(1) 

ディスプレイリリースラッチ 

コンピューターを開〈ときに使巧します 

(2) 

無線ランプ 

• 

白色：無線 LAN デバイスや Bluetooth デバイスなどの内蔵無 
線デバイスの電源がオンになっています 



• 

オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっています 

(3) 

電源ランプ 

• 

点灯：コンピューターの電源がオンになっています 



• 

点減：コンピューターがスリープ状態になっています 



• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイバ 
ネーシヨン状態になっています 

(4) 

バッテリランプ 

• 

オレンジ色に点灯：コンピューターは外部電源に接続され、 
バッテリの充電は〇〜90%完了しています 



• 

白色：コンピューターは外部電源に接続され、バッテリのお 
電は90〜99%完了しています 



• 

オレンジ色で点滅：コンピューターの電源として/くッテリの 
みを使用していて、ロー バッテリが態になっています。完 
全なロー バッテリ状態になった場合は、バッテリランプが 
すばやく点減し始めます 



• 

消灯：バッテリは完全に巧電されています 
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名称 


説明 


(5) 

ハードドライブランプ 

• 

青綠色で点滅：ハードドライブまたはオプティカルドライ 
ブにアクセスしています 



• 

オレンジ色 ： [HP 3 D DriveGuard ] によってハードドライブ 
が一時停止しています 

(6) 

スピーカーい2) 

SRS 

Premium Sound を出力します（一部のモデルのみ） 



を記 ： SRS Premium Sound ソフトウエアを使巧するには、 

[スタート] 一 [すべてのプログラム] 一 [SRS Premium Sound] 

の順に選択します 
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右側面の各部 

~~ お使いの コン ピューターに最も近い図を参照してください。 



@(D© @(§) 



@(D© @® 


名称 



説明 

(1) 

n 

オーディオ出力（ヘッドフナン）コネクタ 

別売の電源、付きステレオスピーカー、へッドフォン、イヤ 
フォン、へッドセット、またはテレビオーディオを接続し 
たときに、サウンドを出力します 

ま記： ヘッドフォンコネクタにデバイスをを続すると、 
コンピューター本体のスピーカーは無効になります 

(2) 

を 

オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売のコンピューター用ヘッドセットのマイク、ステレオ 
アレイマイク、またはモノラルマイクを接続します 

(3) 

ss ^ 

USB 3.0 コネクタ （ X 2) 

別売の USB デバイスを接続します 


み 

USB コネクタ 02) 

別売の USB デバイスを接続します 

(4) 


オプティカルドライブ 

オプティカルディスクの読み取りおよび書き込みを行い 
ます（一部のモデルのみ） 

(5) 


オプティカルドライブイジェクトボタ 
ン 

オプティカルドライブをイジェクトします 

(6) 


RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 

(7) 

a 

セキュリティロックケーブル用スロット 

別売のセキュリティロックケーブルをコンピューターに 
接続します 

を記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はあり 
ますが、コンピューターの盜難や誤った取り扱いを完全に 
防ぐものではありません 
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左側面の各部 

~~ お使いの コン ピューターに最も近い図を参照してくださし、。 


@© 

@ 

〇 〇 

〇 



名称 



説明 

(1) 


USB コネクタ 

別売の USB デバイスを接続します 

(2) 

ふ 

USB 電源供給機能付き/巧電用コネクタ 

別売の USB デバイスを接続します 

(3) 

ミコ 

ExpressCard スロット（一部のモデルのみ） 

別売の ExpressCard をサポートしています 

(4) 


メディアカードリーダー 

じ1下のフォーマットのメディアカードに対応しています 

• SD (Secure Digital ) 力ード 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

(5) 

げ 

1：394コネクタ 

ビデオカメラなど、別売の忙 EE 1394または 1394 a デバ 
イスをを続します 

(6) 


通気孔 （ X 2) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を 
通します 

注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、 
コンピューターのファンは自動的に作動します。通常の操 
作を行っているときに内部ファンが回転したり停止したり 
しますが、これは正常な動作です 

(7) 

か W 

A 

eSATA / USB コネクタ 

eSATA 外部ハードドライブなどの高性能な eSATA コン 
ポーネント、または別売の USB デバイスを接続します 

(8) 

口 I 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続します 

(9) 


スマートカードリーダースロット（一部 
のモデルのみ） 

別売のスマートカードに対応しています 
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© 


o 



® © ( 0 ) @ 


名称 



説明 

(1) 

み 

USB コネクタ （ x 2) 

別売の USB デバイスを接続します 

(2) 


メディアカードリーダー 

下のフォーマットのメディアカードに対応しています 

• SD (Secure Digital ) 力ード 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

(3) 

げ 

1394コネクタ 

ビデオカメラなど、別売の IEEE 1394または 1394 a デバ 
イスを接続します 

(4) 


通気孔 ( X 2) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を 
通します 

を記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、 
コンピューターのファンは自動的 I こ作動します。通常の操 
作を行っているときに内部ファンが回転したり停止したり 
しますが、これは正常な動作です 

(5) 

が H 

A 

eSATA / USB コネクタ 

eSATA 外部ハードドライブなどの高性能な eSATA コン 
ポーネント、または別売の USB デバイスを接続します 

(6) 

Ol 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続します 

(7) 

ミコ 

ExpressCard スロットまたはスマートカー 

別売の ExpressCard またはスマートカードに対応してい 


ドリーダースロット（構成によって異なり 
ます） 

ます 


左側面の各部 
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ディスプレイの各部 

~~ お使いの コン ピューターに最も近い図を参照してくださし、。 







名称 説明 


(1) 

内蔵ディスプレイスイッチ 

コンピューターの電源が入っているが態でディスプレイを閉じ 
ると、ディスプレイの電源が切れるかスリープが開始します 

を記： ディスプレイスイッチはコンピューターの外側からは 
見えません 

(2) 

無線 LAN アンテナ ( x 3) * 

無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で通信する無 
線信号を送受信します 

(3) 

無線 WAN アンテナ （ X 2) * (—部のモデルの 
み） 

無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) で通信する無線 
信号を送受信します 

(4) 

内蔵マイク ( X 2) (一部のモデルのみ） 

サウンドを録音します 

(5) 

Web カメラランプ（一部のモデルのみ） 

点灯： Web カメラを使用しています 

(6) 

Web カメラ（一部のモデルのみ） 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 

Web カメラを使用するには、[スタート]一[すべてのプログラ 
ム]一 [HP]^[HP Webcam] の順に選がします 

(7) 

周辺光センサー 

有効になっていると、周囲の明るさに合わせて画面の輝度が自 
動的に調節されます 

(8) 

キーボードライト 

点灯：キーボードライトがち効になっています 
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名称 説明 


(9) キーボードライトボタン キーボードライトを有効にするために使 ffl します 


•アンテナはコンピューターのか側からは見えません。転送が最適に行われるようにするため、アンテナの周困には障害物を 
置かないでください。お住まいの地巧の無線に関するおを情報については、『規を、を全、および環境に関するご;主意 J 1 を参 
照してください。これらのち見を情幸民には、 [ヘルプと サポート]からアクセスできます。 



名称 


説明 

(1) 

内蔵ディスプレイスイッチ 

コンピューターの電源が入っている状態でディスプレイを閉じ 
ると、ディスプレイの電源が切れるかスリープが開さ台します 



注記： ディスプレイスイッチはコンピューターの外側からは 
見えません 

(2) 

無線 LAN アンテナ ( X 2) * 

無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で通信する無 
線信号を送受信します 

(3) 

無線 WAN アンテナ ( x 2) * (一部のモデルの 
み） 

無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) で通信する無線 
信号を送受信します 

(4) 

内蔵マイク（モデルによって1つまたは2つ） 

サウンドを録音します 

(5) 

Web カメラランプ（一部のモデルのみ） 

点な： Web カメラをほ ffl しています 

(6) 

Web カメラ（一部のモデルのみ） 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 



Web カメラを使巧するには、[スタート]一[すべてのプログラ 
ム]一 [ HP ] 一 [HP Webcam ] の順に選キ尺します 

* アンテナはコンピューターのか側からは見えません。転送が最適に行われるようにするため、アンテナの周困には障害物を 
置かないでください。お住まいの地巧の無線に関するおを情報については、『おを、を全、および環境に関するごを意 J 1 を参 
照してください。これらのおを情報には、[ヘルプとサポート]からアクセスできます。 
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背面の各部 


ま記. お使いの コン ピューターに最も近い図を参照してくださし、。 



名称 



説明 

(1) 

V 

RJ-11 (モデム）コネクタ 

モデムケーブルを接続します 

(2) 

10101 

シリアルコネクタ 

シリアルモデム、マウス、プリンターなど、別売 
のデバイスをを続します 

(3) 

与 

電源コネクタ 

AC アダプターを接続します 

(4) 

瓜 

DisplayPort 

高性能なモニターやプロジェクターなどの別売の 
デジタルディスプレイデバイスを接続します 
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暴面の各部 


を記： お使いの コン ピューターに最も近い図を参照してくださし、。 



裏面の各部 
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名称 


説明 

(1) 

g バッテリリリースラッチ 

バッテリベイからバッテリを取り外します 

(2) 

ドッキングコネクタ 

別売のドッキングデバイスを接続します 

(3) 

底面カバーリリースラッチ 

底面カバーを固定または固を解除します 

(4) 

SIM スロット 

無線 SIM (Subscriber Identity Module ) 力ードがありま 
す。 SIM スロットは、バッテリベイの中にあります 

(5) 

バッテリベイ 

バッテリが装着されています 

(6) 

通気孔 Cx 3) 

コンピューター巧部の温度が上がりすぎないように空気を 
通します 



注記： 内部コンポーネントを;令却して過熱を防ぐため、 
コンピューターのファンは自動的に作動します。通常の操 
作を行っているときに内部ファンが回転したり停止したり 
しますが、これは正常な動作です 

(7) 

スピーカー ( x2 ) 

サウンドを出力します 

(8) 

Bluetooth コンパートメント 

Bluetooth デバイスを取り付けます 

(9) 

む I 々□□巧無線モジュールコンパートメント、メモリ 
モジュールコンパートメント、およびハー 
ドドライブベイ 

HP モバイルブロードバンドモジュール、メモリモ 
ジュール、およびハードドライブが装着されています 

注記： システムの応答停止を防ぐため、無線 LAN モ 
ジュールを交換する場合は、日本国内の無線デバイスの認 
定/承認機関でこのコンピューター用に認定された無線モ 
ジュールのみを使用してください。モジュールを交換した 
後にエラーメッセージが表示される場合は、モジュールを 
取り外してコンピューターを元の状態に戻した後で、[ヘル 
プとサポート]からサポート窓口にお問い合わせ〈ださい 

(10) 

オプションバッテリコネクタ 

別売のオプションバッテリをを続します 
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3 ネツトワーク 


• イ J み —ネットサー亡乂 ノロ/くイタ'— ( loP ) の■(を巧 

• 無線ネットワークへの接続 

ri ^ ata :~ インターネット巧ハードウエアおよびソフトウエア機能は、コンピューターのモデルおよび 

お使いの場所じよって異なる可能性があります。 


お使いのコンピューターは、な下のどちらか1つまたは両方のインターネットアクセスに対応でき 
ます。 


• 無線：モバイルインターネット接続には、無線接続を使用できます。詳しくは、 23 ぺージの 
r 既巧の無線 LAN へのお結 I または 23ぺージの「案斤しい無線 LAN ネットワークのセットアッ 
プ I を参照してください。 

• 有線：ち線ネットワークにお結することで、インターネットにアクセスできます。有線ネット 
ワークへの接続について詳しくは 、 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガイド』 
を参照してください。 
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インターネットサービスプロバイダー （ ISP ) の使用 

インターネットに接続する前に JSP アカウントを設定する必要があります。インターネットサービ 
スの申し込みおよびモデムの購入については、利用するに P に問い合わせてください。ほとんどの 
旧 P 力《、モデムのセットアップ、無線コンピューターをモデムに接続するためのネットワークケーブ 
ルの取り付け、インターネットサービスのテストなどの作業へのサポートを提供しています。 


ま記： インターネットにアクセスするためのユーザー ID およびパスワードは、利用する旧ドから 
U 提供されます。この情報は、記録して安全な場巧に保管しておいてください。 


な下の機能で、新しいインターネットのアカウントを作成したり、コンピューターで既存のアカウン 
卜を巧巧するよう設定したりできます。 

• Internet Services & Offers (—部の地域で利用巧能）：このューティリティでは、新しいイン 
夕ーネットアカウントのサインアップを実行したり、既存のアカウントを巧巧できるようにコ 
ンピューターを設定したりできます。このューティリティにアクセスするには、[スタート]一 
[すべてのプログラム]一[オンラインサービス]一に et Online] (インターネットに接続）の順 
に選巧します。 

• 旧 P 提供のアイコン（一部の地域で利用可能）：これらのアイコンは、 Windows デスクトップに 
個別に表示されているか、または「ナンラインサービス」という名前のデスクトップ上のフォ 
ルダーに格納されています。新しいインターネットアカウントをセットアップしたりコン 
ピューターで既存のアカウントを使巧するよう設をしたりするには、アイコンをダブルクリック 
して、画面の説明に沿って操作します。 

• Windows のインターネットへの接続ウィザード：な下の場合、 Windows のインターネットへの 
接続ウィザードを使用してインターネットに接結できます。 

。 すでにに P のアカウントを持っている場合 

。 インターネットアカウントを持っていないためウィザード内の一覧からに P を選択する 

場合（旧 P の一覽は地域によっては表示されない場合があります） 

。一覧にない旧 P を選巧し、その旧 P から特定の IP アドレス、 POP 3、 SMTP 設定などの情 
報が提供された場合 

Windows のインターネットへの接続ウィザードおよびこのウィザードの使用手順を表示するに 
は、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順じ選択してから、[検索]ボックスに「インターネット 
への接続ウイザード」と入力します。 


を記： ウィザード内で Windows ファイアウォールの有効/無効を選択する画面が表示された場 
合は、ファイアウオールを有効にします。 


無線ネットワークへの接続 

無線巧術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。お買い上げいただいた 
コンピューターには、な下の無線デバイスが1つな上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス 

• HP モバイルブロードバンドモジュール、無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) デバ 
イス 


• Bluetooth デバイス 


22 第3章 


ネットワーク 






無線技術および無線ネットワークへの接続について詳しくは 、 『HP ノートブックコンピューターリ 
ファレンスガイド』および[ヘルプとサポート]の情報および Web サイトへのリンクを参照してくだ 
さし、。 

既存の無線 LAN への接続 

1. コン ピューターの電源を入れます。 

2. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。 

3. タスクバーの右端の通知領域にあるネットワークアイコンをクリックします。 

4. 接続ホとなるネットワークを選巧します。 

5. [接続]をクリックします。 

6. 必要に応じて、セキュリティキーを入力します。 

新しい無線 LAN ネットワークのセットアップ 

な下の機器が必要です。 

• ブロード'バンドモデム （ DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
夕一 （ ISP ) が提かする高速インターネットサービス 

• 無線ルーター（別売） （2) 

• お使いの新しい無線 コン ピュ ータ ー (3) 

|§^ま記 :~ モデムは内蔵ルーターに含まれている場合があります。旧 P に問い合わせてモデムの種類を 

確認して〈ださい。 


下の図は、インターネットに接続している無線 LAN ネットワークの設置例を示しています。おほいの 
ネットワークを化張する場合、インターネットのアクセス巧に新しい無線または有線のコンピユー 
夕一をネッ トワークに追加できます。 
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無線 ルーターの 設定 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元またはインターネットサービスプロ 
バイダー ( ISP ) から提供されている情報を参照してください。 

Windows ナペレーティングシステムでは、新しい無線ネットワークのセットアップに役立つツール 
も用意されています。 Windows のツールを巧巧してネットワークをセットアップするには、な下の操 
作を行います。 

• Windows 7 :[スタート]—>[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]—>[ネッ 

トワークと共ちセンター]一[新しい接続またはネットワークのセットアッスー[ネットワーク 
のセットアップ]の順に選択します。次に、画面の説明に沿って操作します。 

• Windows Vista :[スタート]一[コントロールパネル]一[ネットワークとインターネット]—> 
[ネットワークと共ちセンター]一[接続またはネットワークのセットアップ]一[ワイヤレス 
ルーターまたはアクセスポイントをセットアップします]の順に選択します。次に、画面の説明 
に沿って操作します。 


['學 ま記： 最初にルーターに付属しているネットワークケーブルを巧用して、新しい無線コンピュー 
夕一をルーターにお結することをおすすめします。コンピューターが正常にインターネットに接続 
できたら、ケーブルを外し、無線ネットワークをかしてインターネットにアクセスできます。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。 

無線 LAN の保護について詳しくは 、 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガイド』を参 
照してください。 
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4 HP QuickWeb 


お使いになる前に 

[HP QuickWeb 隅境では、たくさんのお気に入りの機能を楽しく利巧できます。コンピューターの電 
源を入れて数砂で、インターネット、ウィジェット、およびコミュニケーシヨンプログラムを利巧 
できるようになります。コンピューターの Q 山 ckWeb ボタンを押すだけで、インターネットにアクセ 
スしたり、 [Skype] で連絡を取ったり、 [HP QuickWeb] のその他のプログラムを使巧したりできます。 

[HP Q 山 CkWeb] のホーム画面にはな下の機能が表示されます。 

• Web ブラウザー:インターネットを検索および参照し、お気に入りの Web サイトへのリンクを 
作成します。 


• Skype : VoIP (Voice over Internet Protocol) に対応した [Skype] アプリケーシヨンを巧巧して 
通話します。 [Skype] では、一度に 1 人だけでなく複数の人と電話会議またはビデオチャットを 
開催できます。また、固定電話番号に長距離電話をかけることもできます。 

• Q 山 CkWeb 電子メール： Web ベースの電子メールプロバイダーや、独自のメールサーバーに接 
続して電子メ ールを送受信します。 

• ウィジェット：ニュース、天気、ソーシャルネットワーキング、株価、電卓、イ寸窒などのウィ 
ジェットを使巧します。 [ウィジェット マネージャ ー] を使巧して、 [HP QuickWeb] のホーム画面 
にウイジエツトを追加することもできます。 


を記： [HP Q 山 CkWeb] の使用方まについて詳しくは、 [HP Q 山 ckWeb] ソフトウエアのヘルプを参照 
してくださし、。 
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[HP Q 山 ckWeb ] の起動 

• [HP QuickWeb ] を起動するには、 コン ピューターがオフになっているときまたは ハイ バネーシヨ 
ン 状態になっているときに QuickWeb ボタンを押します。 

な下の表に、 QuickWeb ボタンを押したときの動作を示します。 


ボタン 

動作 

QuickWeb ボタン 

• コンピューターがオフになっている場合またはハイバネーシヨン状態 

になっている場合は、 [HP QuickWeb] が起動します 


• コンピューターが Microsoft Windows を実行中の場合は、初期設定!の 

Web ブラウザーが起動します 


• コンピューターが [HP QuickWeb] を実行中の場合は、初期設定の Web 

ブラウザーが起動します 


ま記 ： [HP QuickWeb] ソフトウ;!:アがインス!ルされていないコン 
ピューターでは、このボタンを押しても操作や機能は実巧されません 


を記： 詳しくは 、 [HP Q 山 CkWeb ] ソフトウエアのヘルプを参照してくださし、。 
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5 キーボードおよびポインテイングデバイ 

ス 


• キーホードの使用 

• ポインティングデバイスの使用 
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キーボードの使用 

ホットキーの位置 


f 舞を 記. お使いのコンピューターに最も近い図を参照してください。下の図は英語版のキー配列で 
す。日本語版のキー配列とは若干異なります。 


ホットキーは、 fn キー （1) と、 esc キー （2) またはフアンクシヨンキーのどれ力、 （3) の組み合わ 
せです。 




か 


で乃が 

■ ■—■—一一 —一 

■ ■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

圓 ■■■■ 


mui 

■■ 

-sao 


■ AV ■•化でが 


I 国 Mia 
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ホットキーを使用するには、な下の操作を行います。 

▲ fn キーを短く押し、次にホットキーの組み合わせの2番目のキーを短く押します。 


ホットキーの組み合 

説明 

わせ 


fn + esc 

システム情報を表示します 
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ホットキーの組み合 説明 

わせ 



fn + 巧 スリープを開始します。これによって、情報がシステムに保存されます。ディスプレイとその他の 
システムコンポーネントはオフになり、節電されます 


スリープを終了するには、電源ボタンを短く押します 


を恵： 情報の損失を防ぐために、スリープを開始する前に必ずデータを保存してください 

を記： コンピューターがスリープ状態のときに完全なロー バッテリが態になった場合、ハイバ 
ネーシヨンが開始され、メモリ内の情報がハードドライブに保存されます 


fn + 巧ホッ トキーの機能は変更できます。たとえば、スリープではな〈ハイバネーシヨンを開さ台す 
るように fn +巧 ホットキーを設定することもできます。 Windows オペレーティングシステムの 
ウィンドウでのスリープボタンに関する記述はすべて 、 fn + 巧ホッ トキーに当てはまります 


口 1 

fn + f 4 

システムに按続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えます。たとえば、コンピュー 
夕一に外付けモニターを按続している場合は 、 fn + f 4 を押すと、コンピューター本体のディスプレ 
イ、外付けモニターのディスプレイ、コンピューター本体と外付けモニターの両方のディスプレイ 
のどれかに表示画面が切り替わります 



ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビデオ方式を使用してコンピューターからビデオ情報を 
受け取ります 。 fn + f 4 ホットキーでは、コンピューターからビデオ情報を受信する他のデバイスと 
の間でも表示画面を切り替えることができます 

年 

fn + f 6 

スピーカーの音量を下げます 

か） 

fn + f 7 

スピーカーの音量を上げます 

a 

fn + f 8 

取り付けられているすべてのバッテリの残量についての情幸民を表示します。ディスプレイに、巧電 
中のバッテリが表示され、をバッテリの残量がレポートされます 

み 

fn + f 9 

画面の輝度を下げます 

み 

fn + f 10 

画面の輝度を上げます 


fn + f 11 

周辺光センサーをち効または無効にします。有効になっていると、周囲の明るさに合わせて画面の 
輝度が自動的に調節されます 


テンキーの使用 

このコンピューターには、テンキーが内蔵されています。また、別売の外付けテンキーや、テンキー 
を棉えた別売の外付けキーボードも使用できまず。 

内蔵テンキーの使用 


を記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してください。下の図は英語版のキー配列で 
す。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵テンキーの位置は同じです。 
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名称 

説明 

(1) 

num Ik キー 

内蔵テンキーのナビゲーシヨン機能と数字入力機能が切り替わ 
ります 



注記： テンキー機能がコンピューターの電源を切ったときにち 
効だった場合は、次回コンピューターの電源を入れたときにもそ 
の状態のままです 

(2) 

巧蔵テンキー 

外付けテンキーと同じように使巧できます。上の図は英語版の 
キー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵 
テンキーの位置は同じです 

(3) 

Num Lock ランプ 

• 点灯：テンキー機能は数字入力機能として動作しています 



• 消灯：テンキー機能はナビゲーシヨン機能として動作してい 

ます 
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別売の外付けテンキーの使用 

通常、外付けテンキーのほとんどのキーは、 Num Lock がオンのときとオフのときとで機能が異なり 
ます（出荷時設定では、 Num Lock はオフになっています）。たとえば、な下のようになります。 

• Num Lock がオンのときは、数字を入力できます。 

• Num Lock がオフのときは、失印キ ー 、 page up キ ー 、 page down キーと同様に機能します。 

外付けテンキーで Num Lock をオンにすると、コンピューターの Num Lock ランプが点なします。外 
付けテンキーで Num Lock をオフにすると、コンピューターの Num Lock ランプが消灯します。 

作業中に外付けテンキーの Num Lock のオンとオフを切り替えるには、な下の操作を行います。 

▲ コンピューターではなく、外イ寸けテンキーの num Ik キーを押します。 


ポインティングデバイスの使用 


を記： お使いのコンピューターに付属しているポインティングデバイスな外に、外付け USB マウ 
ス（別売）をコンピューターの USB コネクタのどれかに接続して使用できます。 


ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリックま度、ポインターオプションのような、ポインティングデバイスの設定を 
カスタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を使用します。 

[マウスのプロパティ]にアクセスするには、な下の操作を行います。 

Windows 7 :[スターり一[デバイスとプリンター]の順に選択します。次に、お使いのコンピユー 
夕一を表すデバイス をちクリ ックして、[マウス設定]を選択します。 

Windows Vista : [スタート]一[コントロールパネル] 一 [ハードウエアとサウンド]一[マウス] の順 

に選択します。 

ポイントスティックの使用 

ポイントスティックを移動したい方向に向かって巧しつけます。ポイントスティックの左ちのボ 
タンは、外付けマウスの左ちのボタンと同様に機能します。 

タッチパッドの使用 

ポインターを移動するには、タッチパッド上でポインターを移動したい方向に1本の指をスライドさ 
せます。左のタッチパッドボタンとちのタッチパッドボタンは、外付けマウスの左ちのボタンと同 
様に使用します。タッチパッドのスクロールゾーンを使用して画面を上下にスクロールするには、 

スクロールゾーンの線上で指を上下にスライドさせます。 


I ■掌を 記： ポインターの移動にタッチパッドを使巧している場合、まずタッチパッドから指を離し、そ 
の後でスクロールゾーンに指を置きます。タッチパッドからスクロールゾーンへ指を動かすだけ 
では、スクロール機能はアクティブになりません。 
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タッチパッドのオフ/オンの切り替え 


タッチパッドゾーンのナフとナンを切り替えるには、タッチパッドオン/オフランプをすばやくダ 
ブルタップします。 


ま記： タッチパッドがオンになっているときは、タッチパッドオン/オフランプは消なしています。 



移動 

ポインターを移動するには、タッチパッド上でポインターを移動したいち向に1本の指をスライドさ 
せます。 
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選択 

左のタッチパッドボタンとちのタッチパッドボタンは、外付けマウスの左右のボタンと同様に使巧 
します。 



タッチパッドジェスチヤの使用 

タッチパッドでは、さまざまな種類のジェスチヤがサポートされています。タッチパッドジェス 
チヤを使巧するには、2本の指を同時にタッチパッド上に置きます。 

隱^を 記： プログラムによっては、一部のタッチパッドジェスチヤに対応していない場合があります。' 

ジェスチヤのデモンストレーシヨンを確認するには、な下の操作を行います。 

1- タスクバーのち端の通知領域にある [ Synaptics ] (シナプティクス）アイコン gll をちクリック 
してから 、 [TouchPad Properties ] (タッチパッドのプロパティ）をクリックします。 

2. ジェスチヤをクリックし、デモンストレーシヨンを開始します。 

ジェスチヤをオンまたはオフにするには、な下の操作を行います。 

1- タスクバーの右端の通知領域にある [ Synaptics ] アイコン W をちクリックしてから、 
[TouchPad Properties ] をクリックします。 

2. オンまたはナフにするジェスチヤを選巧します。 

3. [ Apply ] (適巧）一 [ OK ] の順にクリックします。 
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スク ロール 


スクロールは、ぺージや画像を上下左ちに移動するときに便利です。スクロールするには、2本の指 
を少し離してタッチパッド上に置き、タッチパッド上で上下左右の方向にドラッグします。 

ま記 . ~ スクロールの速度は、指を動かす速度で調整します。 

ま記： 2本指スクロールは、出荷時に有効に設定されています。 



ピンチ/ズーム 


ピンチを使用すると、画像やテキストをズームインまたはズームアウトできます。 


• タツチパツド上で2本の指を一緒の状態にして置き、その2本の指の間隔を拡げるとズームイン 
できます。 

• タツチパツド上で2本の指を互いに離した状態にして置き、その2本の指の間隔を狭めるとズー 
ムアウトできます。 


ま記： ピンチ/ズームジェスチヤは、出荷時の設定で有効 I こ設定されています。 
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回転 


回転ジェスチャを使用すると、写真などの項目を回転できます。回転させるには、左手の人差し指を 
タッチパッドゾーンに固定します。固定した指を中むとして、右手の人差し指を12時から3時の位 
置へと弧を描きながら動かします。逆方向へと回転させるには、右手の人差し指を3時から12時の 
方向に動かします。 


を記： 回転ジてスチャは、タッチパッドゾーン内で行う必要があります。 
を記： 回転ジェスチヤは、出荷時の設定で無効に設定されています。 
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6 メンテナンス 


• バッテリの着脱 

• 底面カバーの取り外しまたは取りかけなおし 

• ハード' ドライブの交換またはアップグレード 

• アップグレードベイ巧のドライブの交換 

• メモリモジュールの追加または交梅 
• プログラムおよびドライバーの更新 

• [HP SoftPaq Download Manaqerl (HP SoftPaa ダウンロードマネージャー）の使巧 

• コンピューターの清掃 

バッテリの着脱 

[§^ま記： バッテリの使用方まについて詳しくは 、 『HP ノートブックコンピューターリファレンス好 

イド』を参照してください。 

バッテリを装着するには、な下の操作を行います。 

1. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、ま定した平らな場所に置きま 
す。 
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2. バッテリベイにバッテリを挿入し、しっかりと収まるまで押し込みます（1)。 
バッテリリリースラッチ （2) でバッテリが自動的に固定されます。 



バッテリを取り外すには、な下の操作を行います。 


么を 意： コンピューターの電源としてバッテリのみを巧用しているときにそのバッテリを取り外す 
と、情報が失われる可能性があります。バッテリを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、あらか 
じめ ハイ バネーシヨンを開始するか Windows の通常の手順でシャットダウンしておいてください。 

1. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安定した平らな場所に置きま 
す。 

2. バッテリリリースラッチをスライドさせて （1) バッテリの固定を解除します。 

3. バッテリをコンピューターから取り外します（2)。 
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底面カバーの取り外しまたは取り付けなおし 


么を 意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意してください。 

メモリモジュールやハードドライブの追加または交換を行う前に、作業中のデータを保存してコン 
ピューターを シャツ トダウンします。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピューターの電源を入れます。次にナペレーティングシステムの通常の手順で 
シャツトダウンします。 


底面 カバーの 取り外し 

を面カバーを取り外すと、メモリモジュールスロット、ハードドライブ、規定ラベル、およびその 
他のコンポーネントにアクセスできます。 

底面カバーを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. バッテリを取り外します (36 ぺージの「バッテリの着脱 I を参照してくださし、）。 

2. バッテリベイが手前を向くようにして置き、底面カバーのリリースラッチを左方向にスライド 
させ（1)、（オプションのネジを使用している場合は）ネジを取り外して（2)、もう一度リリース 
ラッチをスライドさせると（3)、底面カバーが外れます。 


を記： オプションのネジは、底面カバー内に格納されています。 


3. 底面カバーを コン ピューターの前面の方向にスライドさせ（4)、持ち上げて巧）取り外します。 



底面カバーの取り付けなおし 

メモリモジユールスロット、ハードド'ライブ、規定ラベル、およびその他のコンポーネントに対す 
る作業が終了したら、底面カバーを取り付けなおします。 
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底面カバーを取り付けなおすには、な下の操作を行います。 


1. 底面カバーを下向きにして傾けて、その前端部をコンピューターの前端部付近に合わせます 
(1)。 

2. を面カバーの後端部にある位置合わせタブを、コンピューターのくぼみに合わせます（2)。 

3. カチツと音がして固定されるまで、底面カバーをバツテリベイの方向にスライドさせます。 

4. バツテリベイが手前を向くようにして、底面カバーのリリースラツチを左方向にスライドさせ 
(3)、必要に応じて、オプションのネジ （4) を差し込んで締め、底面カバーを所定の位置に保ち 
ます。リリースラッチをちち向にスライドさせて、底面カバーを固をします（5)。 


ま記. オプションのネジは、底面カバー内に格納されています。 



底面カバーの取り外しまたは取リイ寸けなおし 39 





ハードドライブの交換またはアップグレード 

么を意 :~ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意してください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてく 
ださい。コンピューターの電源が入つているときや、スリープまたはハイ/くネーシヨン状態のときに 
は、ハードドライブを取り外さないで〈ださい。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順で 
シャットダウンします。 

ハードドライブの取り外し 

ハードドライブを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. 作業中のデータを保巧してコンピューターをシャットダウンします。 

2. コンピューターに接結されている外部電源および外付けデ/《イスを取り外します。 

3. バッテリを取り外します (36 ぺージの「バッテリの着脱 I を参照してくださし^)。 

4. 底面カバーを取り外します (38 ぺージの「底面カバーの取り外し I を参照してくださし、）。 

5. ハードドライブの3つのネジ （1) を緩めます。 

6. ハードドライブ上のプラスチック製タブをコンピューターの側面方向に引いて口）、ハードドラ 
イブをコネクタから外します。 

7. プラスチック製タブを使巧して、ハードドライブのコネクタ側を傾けながら持ち上げ（3)、コン 
ピューターからドライブを取り外します(4)。 
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ハードドライブの取り付け 

ハードドライブを取り付けるには、な下の操作を行います。 

1. ハードドライブをハードドライブベイに傾けながら挿入し（1)、ハードドライブベイ内に水平 
に置きます（2)。 

2. プラスチック製のタブをコンピューターの中む方向に引っ張り （3) 、ハードドライブをコネクタ 
に接続します。 

3. ハードドライブのネジ （4) を締めます。 



4. 底面カバーを取り付けなおします (38 ぺージの「ち面カバーの取りかけなおし を参照してく 
ださい）。 

5. バッテリを装着します (36 ぺージの「バッテリの着脱 I を参照してくださし、）。 

6. 外部電源および外付けデバイスをコンピューターに接続します。 

7. コンピューターの電源を入れます。 

アップグレードベイ内のドライブの交換 

アップグレードベイには、ハードドライブまたはオプティカルドライブのどちらかを格納できま 
す。 
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ハードドライブの交換 

么を意 :~~ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意してください。 

アップグレードベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてく 
ださい。コンピューターの電源が入つているときや、スリープまたはハイ/くネーシヨン状態のときに 
は、ハードドライブを取り外さないで〈ださい。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを巧してコンピューターの電源を入れます。次にナぺレーティングシステムの通常の手順で 
シャットダウンします。 

ハードドライブをアップグレードベイから取り出すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コンピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターにち続されているすべての外付けハードウ王アデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧きます。 

5. アップグレードベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安定した平らな場所に 
置きます。 

6. バッテリを取り外します (36 ぺージの「バッテリの着脱 I をを照してくださし、）。 

7. 底面カバーを取り外します (38 ぺージの「底面カバーの取り外し I を参照してくださし、）。 

8. アップグレードベイからハードドライブのネジを取り外します。 



9. アップグレードベイのネジ （1) を緩めます。 

10. マイナスのネジ回しを巧巧してつまみをそっと巧し込んで、ハードドライブの固をを解除します 

(2)。 
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11. ハードドライブをアップグレードベイから取り出します（3)。 



アップグレードベイにハードドライブを装着するには、な下の操作を行います。 

1. ハードドライブをアップグレードベイに挿入しり）、アップグレードベイのネジロ）を締め 
なおします。 
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2. ハードドライブのネジを取り付けます。 



3. 底面カバーを取り付けなおします (38 ぺージの「巧面カバーの取りかけなおし I を参照してく 
ださし、）。 

4. バッテリを取り付けます (36 ぺージの「バッテリの着脱 I を参照してくださし、）。 

5. コン ピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを コン ピューターに接 
続しなおします。 

6. コン ピューターの電源を入れます。 

オプティカルドライブの交換 

么を意 :~~ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意してください。 

アップグレードベイからオプティカルドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウン 
して〈ださい。コンピューターの電源が入つているときや、スリープまたはハイバネーシヨン状態の 
ときじは、オプティカルドライブを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順で 
シャットダウンします。 

オプティカルドライブをアップグレードベイから取り出すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターにち続されているすべての外付けハードウ王アデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧きます。 

5. アップグレードベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、を定した平らな場所に 
置きます。 

6. バッテリを取り外します (36 ぺージの「バッテリの着脱 I をを照してくださし、）。 

7. 底面カバーを取り外します (38 ぺージの「底面カバーの取り外し I を参照してくださし、）。 

8. アップグレードベイのネジ （1) を緩めます。 
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9. マイナスのネジ回しを使巧してつまみをそっと巧し込んで、オプティカルドライブの固まを解 
除します（2)。 


10. オプティカルドライブをアップグレードベイから取り出します口）。 



オプティカルドライブをアップグレードベイに装着するには、な下の操作を行います。 

1. オプティカルドライブをアップグレードベイに挿入しますり）。 

2. アップグレードベイのネジロ）を締めなおします。 



3. を面カバーを取り付けなおします (38 ぺージの「底面カバーの取り付けなおし I を参照してく 
ださい）。 

4. バッテリを取り付けます ( 36 ぺージの「パ'ッテリの着脱 I ををおして〈ださし、）。 

5. コン ピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデ/ くイスを コン ピューターに接 
続しなおします。 

6. コン ピューターの電源を入れます。 
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メモリモジュールの 追加または交換 

お使いのコンピューターには、1つのメモリモジュールコンパートメントが装備されています。コ 
ンピューターのメモリ容量を増やすには、空いている拡張メモリモジュールスロットにメモリモ 
ジュールを追加するか、メインメモリモジュールスロットに装着されているメモリモジュールを 
交換します。 


么 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

么を 意： 静電気 ( ESD ) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前にアースされ 
た金属面に触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 

注意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意してください。 

メモリモジュールを追加または交換する前に、コンピューターをシャットダウンしてください。コ 
ンピューターの電源が入っているときや、スリープまたはハイバネーシヨン状態のときには、メモリ 
モジュールを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを巧してコンピューターの電源を入れます。次にナペレーティングシステムの通常の手順で 
シャットダウンします。 

ま記： 2つめのメモリモジュールを追加してデュアルチャネル構成を使用する場合は、2つのメ 
モリモジュールを必ず同一のものにしてください。 

[if を記； メインメモリは下側のメモリスロット、拡張メモリは上側のメモリスロットに装着され 
ています。 


メモリモジュールを追加または交換するには、な下の操作を行います。 

1. 作業中のデータを保巧してコンピューターをシャツトダウンします。 

2. コンピューターに接結されている外部電源および外付けデ/《イスを取り外します。 

3. バツテリを取り外します (36 ぺージの「バツテリの着脱 I を参照してくださし^)。 

4. 底面カバーを取り外します (38 ぺージの「巧面カバーの取り外 し I を参照してください）。 

5. メモリモジュールを交換する場合は、な下の要領で装着されているメモリモジュールを取り外 
します。 


a. メモリモジュールの両側にある留め具を左右に引っ張ります（1)。 
メモリモジュールが少し上に出てきます。 
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b . メモリモジュールの左ちの端の部分を持って、そのままゆっくりと斜め上にメモリモ 
ジュールを引き巧いて （2) 取り外します。 


/ K を意: メモリモジユールの損傷を防ぐため、メモリモジユールを扱うときは必ず左ちの 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 



取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 

6. な下の要領で、メモリモジュールを取り付けます。 

~ メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを巧うときは必ず左ちの端を 

持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 

a. メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロット （1) を合わせます。 

b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを45°の角度でスロットに巧し込み、巧をの 
位置に収まるまでメモリモジュールを押し下げます口）。 
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c. カチッと音がして留め具がメモリモジユールを固定するまで、メモリモジユールの左ちの 
端をゆっくりと押し下げます（3)。 


/ K を意: メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを巧り曲げないでくださ 
い。 



7. 底面カバーを取り付けなおします (38 ぺージの「底面カバーの取り付けなおし I を参照してく 
ださし、）。 

8. バッテリを取り付けます (36 ぺージの「バッテリの着脱 I をを照してくださし、）。 

9. 外部電源および外付けデ/ くイスをコンピューターに接続します。 

10. コン ピューターの電源を入れます。 

プログラムおよびドライバーの更新 

プログラムおよびドライバーを定期的に最新バージョンへと更新することをおすすめします。最新 
バージョンをダウンロードするには、 http :// www . hp . com / support / にアクセスしてください。アップ 
デートが使用可能になつたときに自動更新通知を受け取るように登録することもできます。 
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[HP SoftPaq Download Manager ] (HP SoftPaq ダウン 
口ー ドマネージャー ） の使用 

[HP SoftPaq Download Manager] (HP SDM) は、 SoftPaq 番号がわからない場合でも HP 製ビジネ 
ス向けコンピユーターの SoftPaq 情報にすばやくアクセスできるツールです。このツールを巧巧す 
ると、 SoftPaq の検索、ダウンロード、および展開を簡単に実行できます。 

[HP SoftPaq Download Manager] は、コンピユーターのモデルや SoftPaq の情報を含む公開データ 
ベースファイルを、 HP の FTP サイトから読み込み、ダウンロードすることによって動作します。 
[HP SoftPaq Download Manager] を使用すると、1つな上のコンピユーターのモデルを指まし、利用 
可能な SoftPaq を調べてダウンロードできます。 

[HP SoftPaq Download Manager] は HP の FTP サイトをチェックし、データベースおよびソフト 
ウェアの更新がないかどうかを確認します。更新が見つかると、自動的にその更新がダウンロードさ 
れて、適巧されます。 

[HP SoftPaq Download Manager] は HP の Web サイトから入手できます。 [HP SoftPaq Download 
Manager] を使巧して SoftPaq をダウンロードするには、まず、 [HP SoftPaq Download Manager] の 
ダウンロードおよびインストールを行う必要があります。 HP の Web サイト http://www.hp.com/qo/ 
sdm (英語サイト）を表示して、画面の説明に沿って [HP SoftPaq Download Manager] のダウンロー 
ドとイ ンストールを行います。 

SoftPaq をダウンロードするには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP SoftPaq Download Manager] の順に選択 

します。 

2. [HP SoftPaq Download Manager] を初めて起動すると、使巧中のコンピユーターのソフトウェ 
アのみを表示するか、サポートされているすべてのモデルのソフトウ X アを表示するかを尋ねる 
ウィンドウが表示されます。 [Show so 行 ware for all supported models] (サポートされてい 
るすべてのモデルのソフトウェアを表示する）を選択します。 [HP SoftPaq Download 
Manager] をな前に使用したことがある場合は、手順3に進みます。 

a. [Configuration Options] (構成オプション）ウィンドウでオペレーティングシステムおよび 
言語フィルターを選択します。フィルターによって、 [Product Catalog] (製品カタログ）パ 
ネルに一覧表示されるオプションの数が制限されます。たとえば、オペレーティングシス 
テムフィルターで Windows 7 Professional のみを選択すると、 [Product Catalog] に表示さ 
れるオペレーティングシステムは Windows 7 Professional のみになります。 

b. 他のオペレーティングシステムを追加するには、 [Configuration Options] ウィンドウでフィ 
ルター設定を変更します。詳しくは、 [HP SoftPaq Download Manager] ソフトウ ェアのへ 
ルプを参照してください。 

3. 左側の枠内で、プラス記号 （+ ) をクリックしてモデルー覽を展開し、更新する製品のモデルを 
1つまたは複数選択します。 

4. [Find Available SoftPaqs] (利用可能な SoftPaq の検索）をクリックして、選巧したコンピユー 
夕 -で利巧可能な SoftPaq の一覧をダウンロードします。 
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5. SoftPaq の選択内容およびインターネットの接続速度によってはダウンロー ド処理に時間がか 
かることがあるため、ダウンロードずる SoftPaq の数が多い場合は、利巧可能な SoftPaq の一賣 
から SoftPaq を選択して、 [Download Only] (ダウンロードのみ）をクリックします。 

ダウンロードする SoftPaq が1つまたは2つのみで、高速のインターネット接続を使用している 
場合は、 [Download & Unpack] (ダウンロードしてパッケージを展開）をクリックしまず。 

6. [HP SoftPaq Download Manager] ソフトウェアで [Install SoftPaq] (SoftPaq のインス！—ル） 
をちクリックすると、選択した SoftPaq がコンピューターにインストールされます。 
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コンピューターの清掃 

• 清掃用の製品 

• 清掃手順 


清掃用の製品 

お使いのノートブックコンピューターまたはタブレット PC を安全に清掃および消毒するには、な下 
の製品を使用します。 

• 濃度が0.3%までのジメチルベンジル塩化アンモニウム（使い捨て除菌シートなど。これらの 
シートはさまざまな商品名で販売されています） 

• ノン アル コー ルのメガネ用液体クリ ー ナ ー 

• ほ刺激性の液体石けん 

• 乾いたマイクロファイバーのクリーニングクロスまたはセーム皮（油分を含まない、静電気防 
止布） 

• 静電気防止クリーニングシート 


公^を 意： な下の清掃用製品は使巧しないでください。 

アルコール、アセトン、塩化アンモニウム、塩化メチレン、炭化水素などの強力な;'客剤を使用する 
と、ノートブックコンピューターまたはタブレット PC の表面に修復できない傷が付いてしまう可能 
性があります。 

ぺーパータナルなどの繊維素材を使用すると、ノ ートブックコンピューターまたはタブレット PC 
に傷が付く可能性があります。時間がたつにつれて、ほこりの粒子や洗;'争剤がその傷の中に入り込ん 
でしまう場合があります。 


清掃手順 

お使いのノートブックコンピューターまたはタブレット PC を安全に清掃するため、このセクション 
の手順に沿って作業をしてください。 


么 警告！ 感電やコンポーネントの損傷を防ぐため、電源が入っているときにノートブックコン 
ピューターまたはタブレット PC を清掃しないでください。 

ノートブックコンピューターまたはタブレット PC の電源を切ります。 

外部電源を取り外します。 

電源が供給されていたすベての外付けデバイスを取り外します。 

么 注意： ノートブックコンピューターまたはタブレット PC にホミ争剤などの液体を直接吹きかけない 
でください。表面から流れをちた液体によって、内部のコンポーネントに回復できない損傷を与える 
可能性があります。 
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ディスプレイの清掃 

ディスプレイは、 ノンアルコールのメ ガネ用洗剤で湿らせた柔らかい布でやさしくはいてください。 
ディスプレイを閉じる前に、ディスプレイが乾いていることを確認してください。 

側面とカバーの清掃 

側面とカバーを清掃および消毒するには、上記のどれかの洗浄液で湿らせた、柔らかいマイクロファ 
イバーのクロスまたはセーム皮を使用するか、を件に合った使い捨て除菌シートを使用してくださ 
い。 


を記. ノートブックコンピューターのカバーを清掃する場合は、ごみやほこりを除去するため、 
円を®くように巧いてください。 


タツチパッドとキーボードの清掃 


么ま 意： タツチパツドとキーボードを清掃する場合は、キーとキーの間にミ先剤などの液体が垂れない 
ようじしてください。これによって、内部のコンポーネントに回復できない損傷を与える可能性があ 
ります。 


• タッチパッドとキーボードを清掃および消青するには、上記のどれかの洗ミ争;’夜で湿らせた、柔ら 
かい マイクロ ファイバーの クロス または セーム 皮を使用するか、条件に合った使い捨て除菌シー 
卜を使用してください。 

• キーが固まらないようにするため、また、キーボードからごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
くには、圧縮空気が入ったストロー付きのホを巧巧してください。 


么 警告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタツチメントを使用してキー 
ボードを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくること 
があります。 
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7 バックアップおよび復元 


Windows 7 

• 情報のバックアップ 

• システムの復をの実な 


情報を保護するには、 Windows の[バックアップと復元]を使巧して、個々のファイルやフォルダーを 
バックアップしたり、ハードドライブ全体をバックアップしたり（一部のモデルのみ）、内蔵オプティ 
カルドライブ（一部のモデルのみ）または別売の外付けオプティカルドライブでシステム修復ディ 
スクを作成したり（一部のモデルのみ）、システムの復元ポイントを作成したりします。システムに 
障害が発生した場合は、バックアップファイルを使巧して、コンピューターの内容を復元できます。 

Windows の[バックアップと 復元]には、な 下の オプションが用意されています。 

• 内蔵オプティカルドライブ（一部のモデルのみ）または別売の外付けオプティカルドライブを 
使用したシステム修復ディスクの作成（一部のモデルのみ） 

• 情報のバックアップ 

• システムイメージの作成（一部のモデルのみ） 

• 自動バックアップのスケジュールの設定（一部のモデルのみ） 

• システムの復元ポイントの作成 

• 個々のファイルの復元 

• な前の状態への コン ピューターの復元 

• リカバリツールによる情報の復元 


1^; ま記： 詳しい手順については、[ヘルプとサポート]でこれらの項目を参照してください。 

システムが不安をな場合に備え、復元の手順を印刷し、後で利巧できるように保管しておくことをお 
すすめします。 

1^; ま記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウエアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合があります。詳しく 
は、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


情報のバックアップ 

障害が発生した後にシステムの復元を実行すると、最後にバックアップを行ったときの状態に復元さ 
れます。ソフトウェアをセットアップしたらすぐに、内蔵オプティカルドライブ（一部のモデルの 
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み）または別売の外付けオプティカルドライブを使巧してシステム修復ディスクおよびネ刀期バック 
アップを作成して〈ださい。その後も、新しいソフトウェアやデータファイルの追加に応じて定期 
的にシステムをバックアップし、適切な新しいバックアップを作成しておくようにしてください。シ 
ステム修復ディスク（一部のモデルのみ）は、システムが不を定になった場合、またはシステムに障 
害が発生した場合に、 コン ピューターを起動けート）し、オペレーティングシステムとソフトウェ 
アを修復するために使用します。システムに障害が発生した場合は、ネ刀期バックアップおよびその後 
のバックアップを使巧してデータおよび設定を復元できます。 

情報は、別売の外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、またはディスクにバックアップで 
きます。 


バックアップを行う場合は、な下の点を参考にしてください。 

• 個人用ファイルをドキュメントライブラリに保存して、定期的にバックアップします。 

• 関連付けられたプログラムに保をされているテンプレートをバックアップします。 

• カスタマイズされているウィンドウ、ツールバー、またはメニュ ー/ く一の設定のスクリーン 
シヨットを撮って保存します。設定をリセットする必要がある場合、画面のコピーを保存してお 
くと時間を節約できます。 

• ディスクにバックアップする場合は、な下の種類の別売のディスクを巧巧できます： CD-R、CD- 
RW、DVD+R、DVD+R 口 層記録 ( DL) 対応）、 DVD-R、DVD-R (2 層記録 ( DL) 対応）、およ 
び DVD±RW。 使用できるディスクの種類は、お使いのコンピューターに取り付けられている才 
プティカルドライブまたは外付けのオプティカルドライブの種類によって異なります。 


を記： DVD および2層記録 ( DL ) 対応 DVD を使用すると、 CD より保存できる情報量が増え 
るため、バックアップに必要なリカバリディスクの数が少な〈なります。 


• ディスクにバックアップする場合は、各ディスクに番号を付けてからコンピューターのオプティ 
カルドライブに挿入します。 

[バックアップと復元]を使用してバックアップを作成するには、な下の操作を行います。： 


[if を記： お使いのコンピューターが外部電源に接続されていることを確認してから、バックアップ処 
理を開始してください。 

ま記： ファイルのサイズやコンピューターの処理ま度によっては、バックアップ処理に1時間な上 
かかることがあります。 


1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[メンテナンス]一[バックアップと復元]の順に選択しま 
す。 

2. 画面に表示される説明に沿って、バックアップをセットアップするか、システムイメージ （一 
部のモデルのみ）を作成するか、またはシステム修復ディスク（一部のモデルのみ）を作成しま 
す。 
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システムの復元の実行 

お使いのコンピューターには、システムの障害やシステムが不を定な場合に備え、ファイルを復元す 
るな下のツールが用意されています。 

• Windows リカバリツール： Windows の[バックアップと復元]を使用して、な前バックアップを 
行った情報を復元できます。また、 Windows の[スタートアップ修復]を使巧して、 Windows が正 
常に起動できなくなる可能性のある問題を修復できます。 

• f 11 リカバリツール： f 11 リカバリツールを使巧して、ネ刀期状態のハードドライブのイメージ 
を復元できます。このイメ ージには、工場出荷時にインストールされていた Windows オペレー 
ティング システムおよびソフトウ； L アプログラムが含まれます。 


を記： コンピューターを起動できず、な前に作成したシステム修復ディスク（一部のモデルのみ） 
を使巧できない場合は、 Windows 7ナペレーティングシステムの DVD を購入してコンピューター 
を再起動し、オペレーティングシステムを修復する必要があります。詳しくは、 56 ぺージの「別 
売の Windows 7オペレーティングシステムの DVD を_一た擅報の復元 I を参照してくださし、。 

Windows リカバリツールの使用 

な前/《ックアップした情報を復元するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[メンテナンス]一[バックアップと復元]の順に選がしま 
す。 

2. 画面に表示される説明に沿って、システム設定、コンピューター全体（一部のモデルのみ）、ま 
たはファイルを復元します。 

[スタートアップ修復]を巧巧して情報を復元するには、な下の操作を行います。 


么を 意： [スタートアップ修復]を使巧した場合、ハードドライブの内容が完全に消去され、ハードド 
ライブが巧フォー マッ トされます。コンピユーター上に作成したすべてのファイルおよびインス 
卜ールしたすべてのソフトウてアが完全に削除されます。再 フナーマッ トが完了すると、復元に使用 
されるバックアップから、オペレーテイングシステム、ドライバー、ソフトウェア、ユーティリテイ 
が復元されます。 


1. 可能であれば、すべての個人巧ファイルをバックアップします。 

2. 可能であれば、 Windows のパーティシヨンと HP 復元用パーティシヨンがあることを確認しま 
す。 

Windows パーティシヨンがあることを確認するには、[スタート]一[コンピユータ ー] の順に選 
択します。 

HP 復元用パーティシヨンの有無を確認するには、[スタート]をクリックし、 [コン ピユータ ー] 
を右クリックして[管理]一[ディスクの管理]の順にクリックします。 


ま記. Windows パーティシヨンと HP 復元用パーティシヨンが一覧に表示されない場合は、 
Windows 7オペレーティングシステムの DVD および 『Driver Recovery 』 （ドライバーリカ/く 
リ）ディスク（両方とも別売）を使用して、オペレーティングシステムおよびプログラムを復 
元する必要があります。詳しくは、 56 ぺージの「別売の Windows 7オペレーティングシス 
テムの DVD ホイ重用した情報の復元, を参照してください。 


3. Windows パーテイシヨンと HP 復元巧パーテイシヨンが一覧に表示される場合は、コンピユー 
夕 —を再起動してから、 Windows オペレーテイングシステムが口 ードされる前に f 8 キーを巧し 
ます。 
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4. [スタートアップ修勒を選巧します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

ま記. Windows ツールを使用した情報の復元について詳しくは、[ヘルプとサポート]でこれらの項 
目を参照してください。 


f 11 リカバリツールの使用 


么 を意： f 11 を使用した場合、ハードドライブの内容が完全に消去され、ハードドライブが巧フォー 
マツ トされます。 コン ピユーター上に作成したすべてのファイルおよびインス I ルしたすべての 
ソフトウエアが完全に削除されます。 f 11 キーのリカバリツールを使用すると、工場出荷時にインス 
I ルされていたナペレーティングシステム、 HP プログラム、およびドライバーが巧インストール 
されます。工場出荷時にインストールされていなかったソフトウェアは、巧インストールする必要が 
あります。 


鬥1 を使用してネ刀期状態のハードドライブのイメージを復元するには、な下の操作を行います。 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. 可能であれば、 HP 復元巧パーティシヨンがあることを確認します。[スタート]をクリックし、 
[コンピューター]をちクリックして[管理]一[ディスクの管理]の順にクリックします。 


を記： HP 復元巧パーティシヨンが一覧に表示されない場合は 、 Windows 7オペレーティング 
システムの DVD および 『Driver Recovery ^ (ドライバーリカバリ）ディスク（面ちとも別売） 
を使用して、オペレーティングシステムおよびプログラムを復元する必要があります。詳しく 
は、 56 ぺージの「別売の Windows 7ナペレーティングシステムの DVD ホイ吏巧した情報の復 

元 I を参照して〈ださい。 


3. HP 復元用パーティシヨンが一覧に表示される場合は、 コン ピューターを再起動してから、画面 
の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に esc 
キーを押します。 

4. [Press < F 11> for recovery ] というメッセージが表示されている間に、 f 11 キーを巧します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

別売の Windows 7オペレーテイングシステムの DVD を使用した情報の復元 


Windows 7オペレーテイングシステムの DVD を購入するには、 httD :// www . hD . com / iD / にアクセスし 
てお使いのコンピューターについての情報を確認してください。また、電話でお問い合わせになる場 
合は、製品に付属している『サービスおよびサポートを受けるには J 1 を参照してください。日本な外 
の国や i 也域については、製品に付属している冊モ 『Worldwide Telephone NumbersI (英語版）を参 
照してください。 


么を 意 ： Windows 7オペレーティングシステムの DVD を使用した場合、ハードドライブの内容が 
完全に港'去され、ハードドライブが再フォーマットされます。コンピューター上に作成したすべての 
ファイルおよびインストールしたすべてのソフトウエアが完全に削除されます。再フォーマットが 
完了すると、オペレーシングシステム、ドライバー、ソフトウェア、ユーティリティが復元されま 
す。 


Windows 7オペレーテイングシステムの DVD を使巧して復元を開始するには、な下の操作を行い 
ます。 
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1^; ま記： この処理には数分かかる場合があります。 

1. 可能であれば、すべての個人巧ファイルをバックアップします。 

2. コンピューターを再起動した後、 Windows オペレーティングシステムが口ードされる前に、 
Windows 7オペレーティングシステムの DVD をオプティカルドライブに挿入します。 

3. 指示が表示されたら、任意のキーボードキーを押します。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

5. [次へ]をクリックします。 

6. [コンピューターを修復する]を選択します。 

7. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

Windows Vista 

情報を保護するには、[バックアップと復元センター]を使巧して、個々のファイルやフォルダーを 
バックアップしたり、ハードドライブ全体をバックアップしたり（一部のモデルのみ）、システムの 
復元ポイントを作成したりします。システムに障害が発生した場合は、バックアップファイルを使 
用して、 コン ピューターの内容を復元できます。 

[バックアップと 復元センター]には、な下のオプションが巧意されています。 

• 個々のファイルやフナルダーのバックアップ 

• ハードドライブ全体のバックアップ（一部のモデルのみ） 

• 自動バックアップのスケジュールの設定（一部のモデルのみ） 

• システムの復元ポイントの作成 

• 個々のファイルの復元 

• な前の状態への コン ピューターの復元 
• リカバリツールによる情報の復元 

詳しい手順については、[ヘルプとサポート]でこれらの項目を参照してください。 

ま記： システムが不ま定な場合に備え、復元の手順を印刷し、後で利用できるように保管しておく 
ことをおすすめします。 

を記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しく 
は、[ヘルプとサポート]を参照してください。 

情報のバックアップ 

障害が発生した後にシステムの復元を実行すると、最後にバックアップを行ったときの状態に復元さ 
れます。ソフトウェアのセットアップが終了したら、すぐに初期バックアップを作成してください。 
そのをも、新しいソフトウェアやデータファイルの追加に応じて定期的にシステムをバックアップ 
し、適切な新しいバックアップを作成しておくようにしてください。 
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情報は、別売の外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、またはディスクにバックアップで 
きます。 

バックアップを行う場合は、な下の点を参考にしてください。 

• 個人巧ファイルを[ドキュメント]フォルダーに保存して、定期的にバックアップします。 

• 関連イ寸けられたプログラムに保巧されているテンプレートをバックアップします。 

• カスタマイズされているウィンドウ、ツールバー、またはメニュ ー/ く一の設定のスクリーン 
シヨットを撮って保存します。設定をリセットする必要がある場合、画面のコピーを保存してお 
くと時間を節約できます。 

• ディスクにバックアップする場合は、な下の種類の別売のディスクを巧用できます： CD - R 、 CD - 
RW 、 DVD + R 、 DVD+R 口 層記録 ( DL ) 対応）、 DVD - R 、 DVD-R 口 層記録 ( DL ) 対応）、およ 
び DVD ± RW 。 使用できるディスクの種類は、お使いのコンピューターに取り付けられている才 
プティカルドライブの種類によって異なります。 


ま記： DVD および2層記録 ( DL ) 対応 DVD を使用すると、 CD より保存できる情報量が増え 
るため、バックアップに必要なリカバリディスクの数が少なくなります。 


• ディスクにバックアップする場合は、各ディスクに番号を付けてからコンピューターのオプティ 
カルドライブに挿入します。 

[バックアップと復元センター]を巧巧してバックアップを作成するには、な下の操作を行います。： 


;ま記. お使いのコンピューターが外部電源に接続されていることを確認してから、バックアップ化 
理を開始してください。 

を記； ファイルのサイズやコンピューターの処理速度によっては、バックアップ処理に1時間な上 
かかることがあります。 


1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[メンテナンス]一[バックアップと復元センター]の順に 
選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って、コンピューター全体（一部のモデルのみ）またはファイルを 
バックアップします。 

復元の実行 

お使いのコンピューターには、システムの障害やシステムが不を定な場合に備え、ファイルを復元す 

る1^1下のツールが用意されています。 

• Windows リカバリッール：[バックアップと復元センター]を使用して、な前バックアップを行っ 
た情報を復元できます。また、 Windows の[スタートアップ修復]を使用して、 Windows が正常に 
起動できなくなる可能性のある問題を修復できます。 

• f 11 リカバリツール： f 11 リカバリツールを使用して、初期状態のハードドライブのイメージ 
を復元できます。このイメ ージには、工場出荷時にインストールされていた Windows ナぺレー 
ティング システムおよびソフトウェアプログラムが含まれます。 


[§^ま記 . コンピューターを起動できない場合は 、 Windows Vis ねオペレーティングシステムの DVD 
を購入してコンピューターを巧起動し、オペレーティングシステムを修復する必要があります。詳 
しくは、 61 ぺージの「別売の Windows Vis ねオペレーティングシステムの DVD をな用した情報 

の復元 L を参照してください。 
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Windows リカバリツールの使用 

な前/《ックアップした情報を復元するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[メンテナンス]一[バックアップとを元センター]の順に 
選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って、コンピューター全体（一部のモデルのみ）またはファイルを復 
兀しお g - 〇 

[スタートアップ修復]を使巧して情報を復元するには、な下の操作を行います。 


么を 意： [スタートアップ修復]を使巧した場合、ハードドライブの内容が完全に消去され、ハードド 
ライブが再フォー マッ トされます。コンピユーター上に作成したすべてのファイルおよびインス 
卜ールしたすべてのソフトウてアが完全に削除されます。再 フナーマッ トが完了すると、復元に使用 
されるバックアップから、オペレーテイングシステム、ドライバー、ソフトウェア、ユーティリテイ 
が復元されます。 


1. 可能であれば、すべての個人巧ファイルをバックアップします。 

2. 可能であれば、 Windows のパーティシヨンと HP 復元用パーティシヨンがあることを確認しま 
す。 HP 復元巧パーテイシヨンを確認するには、に夕ート]一[コンピューター]の順に選がしま 
す。 


ま記： Windows のパーティシヨンと HP 復元用パーティシヨンが削除されている場合は、 
Windows Vista オペレーティングシステムの DVD および 『Driver Recovery 』 （ドライバーリ 
カバリ）ディスク（両方とも別売）を使用して、オペレーティングシステムおよびプログラム 
を復元する必要があります。詳し〈は、 61 ぺージの「別売の Windows Vis ねオペレーティング 
システムの DVD ホイま用した情報の復元 I を参照してください。 


3. コンピューターを再起動した後、 Windows オペレーティングシステムが口ードされる前に f8 
キーを押します。 

4. [コンピューターを修復する]を選がします。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 


を記： Windows ツー ルを使巧した情報の復元に ついて 詳しくは、 [ヘルプと サポート]でこれらの項 
目を参照してください。 


f 11 リカバリ ツールの 使用 


么を 意： f 11 を使巧した場合、ハードドライブの内容が完全に消去され、ハードドライブが再フナー 
マツ トされます。 コン ピューター上に作成したすべてのファイルおよびインストールしたすべての 
ソフトウてアが完全に削除されます。 け1 キーのリカバリツールを巧巧すると、工場出荷時にインス 
卜ールされていたオペレーティングシステム、 HP プログラム、およびドライバーが巧インストール 
されます。工場出荷時にインストールされていなかったソフトウてアは、巧インストールする必要が 
あります。個人用ファイルはバックアップから復元する必要があります。 

を記： お使いのコンピューターに SSD (Solid State Drive) が搭載されている場合、復元巧パー 
ティシヨンがない可能性があります。復元巧パーティシヨンがないコンピューターには、リカバリ 
ディスクが付属しています。オペレーティングシステムおよびソフトウてアを復元するには、これ 
らのディスクを使巧します。復元用パーティシヨンの有無を確認するには、[スタート]一[コン 
ピュータ ー] の順に選択します。復元巧パーティシヨンがある場合、ウィンドウの[ハードディスク 
ドライブ]セクションに [HP Recovery] などの復元巧ドライブが表示されます。 
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鬥 1 を使用してネ刀期状態のハードドライブのイメージを復元するには、な下の操作を行います。 


1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. 可能であれば、 HP 復元巧パーティシヨンがあることを確認します。 HP 復元巧パーティシヨン 
を確認するには、[スタート]一[コンピューター]の順に選択します。 


を記： HP 復元巧パーティシヨンが削除されている場合は 、 Windows Vis ねオペレーティング 
システムの DVD および 『Driver Recovery ^ (ドライバーリカバリ）ディスク（両方とも別売） 
を使用して、オペレーティングシステムおよびプログラムを復元する必要があります。詳しく 
は、 61 ぺージの「別売の Windows Vis ねオペレーティングシステムの DVD を巧用した情報 

の復元 しを 参照してください。 


3. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを巧します。 

4. [Press < F 11> for recovery ] というメッセージが表示されている間に、 f 11 キーを巧します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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別売の Windows Vista オペレーティングシステムの DVD を使用した情報の復元 

Windows Vista オペレーティングシステムの DVD を購入するには、 httD :// www . hD . com / iD / にアクセ 
スしてお使いのコンピューターについての情報を確認してください。また、電話でお問い合わせにな 
る場合は、製品に付属している『サービスおよびサポートを受けるには』を参照してください。日本 
な外の国や地域については、製品に付属している冊モ 『Worldwide Telephone ^ mbersJl (英語版） 
を参照してください。 


么を 意： Windows Vis ねナペレーティングシステムの DVD を使用した場合、ハードドライブの内容 
が完全に消去され、ハードドライブが再フォーマットされます。コンピューター上に作成したすべて 
のファイルおよびインストールしたすべてのソフトウエアが完全に削除されます。再フォーマット 
が完了すると、オペレーシングシステム、ドライバー、ソフトウェア、ユーティリテイが復元され 
ます。 


Windows Vis ねオペレーティングシステムの DVD を使巧して復元を開始するには、な下の操作を行 
います。 

~ この処理には敦分かかる場合があります。 

1. 可能であれば、すべての個人巧ファイルをバックアップします。 

2. コンピューターを再起動した後、 Windows オペレーティングシステムが口ードされる前に、 
Windows Vis ねオペレーティングシステムの DVD をオプティカルドライブに挿入します。 

3. 指示が表示されたら、任意のキーボードキーを押します。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

5. [ 次へ ] をクリックします。 

6. [コン ピューターを修復する]を選巧します。 

7. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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8 サポート窓口 


• サポート窓口へのお問い合わせ 
• ラベル 
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サポート窓口へのお問い合わせ 

このユーザーガイド、 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガイド』、または[ヘルプと 
サポート]で提供されている情報で問題に対処できない場合は、な下の HP サポート窓口または『サー 
ビス およ びサポートを受けるには J 1 に記載されているサポート窓口にお問い合わせください。 

http :// welcome . hp . com / countrv / ip / ia/contact us.html 

を記： 日本な外の国や i 也域でのサポートについては、 http :// welcome . hp . com / countrv / us / en / 
wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や地域、または言語を選巧してください。 

ここでは、な下のことを行うことがきます。 

• HP のサービス担当をとオンラインでチャットする。 

ま記： 特定の言語でサポート窓口とのチャットを利用できない場合は、英語でご利用くださし、 

• HP のサポート窓口に電子メールで問い合わせる。 

• 各国の HP のサポート窓口の電話番号を調べる。 

• HP のサービスセンターを探す。 
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ラベル 

コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解みしたり、コンピューターを日本 
国外で使用したりするときに必要な情報が記載されています。 


• シリアル番号ラベル：な下の情報を含む重要な情報が記載されています。 


か 




，嚇 ; 

CXXXXXXXXX 

I Serial: XXXXXX 

XX 1111111 tllVIl! 11111111 

Product: XXXXJt 

XXX MIlMMIIIIIIIili 

1 Warranrty：1 y 1 j 

か 

Model: XmXX 

X 


名称 


( 1 ) 

製品名 

( 2 ) 

シリアル香号 Cs / n ) 

( 3 ) 

製品香号 （ p / n ) 

( 4 ) 

保証期間 

( 5 ) 

モデルの説巧 


これらの情報は、サポート窓口にお問い合わせになるときに必要です。シリアル番号ラベルは、 
コンピューターの裏面に貼付されています。 

• Microsoft Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー (Product Key、Product ID ) 
が記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートやトラブ 
ルシューティングのときに必要になる場合があります 。 Microsoft Certificate of Authenticity 
は、バッテリベイの中に貼付されています。 

• 規定ラベル：コンピューターの規定に関する情報が記載されています。規定ラベルは、コン 
ピューターの底面カバーの裏、またはバッテリベイ内に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル（一部のモデルのみ）：オプションの無線デバイスに関する情報と、認定各 
国または各地域の一部の認定マークが記載されています。1つな上の無線デバイスを使用して 
いる機種には、1つな上の認をラベルが貼付されています。日本国外でモデムを使用するとき 
に、この情報が必要になる場合があります。無線認を/認証ラベルは、コンピューターの底面力 
パ'—上またはバッテリベイ内に貼付されています。 

• SIM (Subscriber Identity Module ) ラベル（一部のモデルのみ ）： SIM のにじの (Integrated Circuit 
Card Identifier ) が記載されています。このラベルは、バッテリベイ内に貼付されています。 

• HP モバイルブロードバンドモジュールシリアル番号ラベル（一部のモデルのみ）： HP モバ 
イルブロードバンドモジュールのシリアル番号が記載されています。このラベルは、コン 
ピューターの底面カバーの裏、またはバッテリベイ巧に貼付されています。 


64 第8章 


サ ポー ト窓口 



















9 仕様 


• 入力電源 
• 動作環境 
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入力電源 

ここで説明する電源の情報は、お使いのコンピューターを国外で使巧する場合に役立ちます。 

コンピューターは、 AC 電源または DC 電源から供給される DC 電力で動作します。 AC 電源は100〜 
240 V (50/60 Hz ) の定格に適合している必要があります。コンピューターは単独の DC 電源で動作 
しますが、コンピューターの電力供給には、このコンピューター用に HP から提供および認可されて 
いる AC アダプターまたは DC 電源のみを使用する必要があります。 

お使いのコンピューターは、な下の仕様の DC 電力で動作できます。 

'二 r 3 

入力電源 定格 

動作電圧と電流 18.5 V DC (3.5 A、 65 W の場合） 

または 

19 V DC (4.74 A、 90 W の場合） 


を記： この製品は、最低巧電量240 V rms な下のネ目巧電圧によるノルウて一の IT 電源システム巧 
に設計されています。 

ま記. コンピューターの動作電圧および動作電流は、システムの規定ラベルに記載されています。 
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動作環境 


項目 

メ ー トル 

U . S . 

温度 

動作時（オプティカルディスク書き込 
み中） 

5〜35。じ 

41〜95。ド 

非動作時 

■20 〜60で 

-4 〜140。ド 

相対湿度（結露しないこと） 

動作時 

10 〜 90% 

10〜90% 

非動作時 

5-95% 

5 〜 95% 

最大標高（おち圧） 

動作時 

-15 〜3,048 m 

-50 〜 10,000 フイート 

非動作時 

-15 〜12,192 m 

-50 〜 40,000 フイート 
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記号/数字 
1394 コネクタ 
位置 14,1 己 

B 

Bluetooth 
ラベル目4 

Bluetooth コンパートメント、位 
置20 

C 

Caps Lock ランプ 
位置目 

Certificate of Authenticity ラべ 
ル 64 

D 

DisplayPort 、 位置 18 

E 

eSATA コネクタ、位置 14,15 
esc キー 
位置 9 

ExpressCard スロット 14,1 日 

F 

f11 リカバリ日 6,59 
fn キー 

位置 10,28 

H 

HP QuickWeb 25 


ISP 、 使用22 

M 

Microsoft CertiTicate of 
Authenticity ラベル 64 


N 

num Ik キ ー 、位置10,30 
Num Lock 、 外付けキーボード 31 
Num Lock ランプ 6 

Q 

QuickWeb ボタン、位置 8 
QuickWeb ランプ 6 

R 

RJ -11 (モデ厶）コネクタ、位置 18 
RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 
位置13 

S 

SIM スロット、位置20 
SoftPaq 、 ダウンロード49 

U 

USB コネクタ 
位置13,14,1日 

W 

Web カメラ 16,17 
位置16,17 
Web カメラランプ 
位置16,17 

Windows 7オペレーテイングシ 
ステム DVD 56 

Windows Vista オペ レーテ イング 
システ厶の DVD 61 
Windows のバックアップおよび復 
元日3 


お 

アップグレードベイ 

オプティカルドライブの交 
換44 

ハードドライブの交換42 
い 

インターネット接続のセットアッ 
プ23 

お 

オーディオ出力（へッドフォン）コ 
ネクタ13 

オーディオ入力（マイク）コネク 
夕13 

オプションバッテリコネクタ、位 
置20 

オプティカルドライブ 
位置13 

オプティカルドライブイジェク 
トボタン、位置13 
オペ レーテ イングシステム 
M に rosoft Certificate of 
Authenticity ラベル目 4 
プロダクトキー目4 
音量キー、位置29 

か 

回転タッチパッドジェスチャ 
35 
各部 

前面11 

ディスプレイ 16 
背面18 
左側面14 
表面4 
右側面13 
裏面19 
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画面の輝度のキ ー 29 

画面表示、切り替え29 

さ 

キー 
esc 9 
fn 10 
num Ik 10 
スタート 10 
フアンクシヨン 9 
メニユ ー 10 

キーボードホットキー、位置と名 
称28 

規定情報 

規定ラベル64 
無線認定/認証ラベル64 

け 

計算機ボタン、位置8 

計算機ランプ6 


コネクタ 

139414,15 
DisplayPort 18 
eSATA 14,15 
RJ -11 (モデム）18 
RJ -45 ( ネットヮーク）13 
USB 13,14,15 
才ーデイオ出力（ヘッドフォ 
ン）13 

才ーデイオ入力（マイク）13 
シリアル18 
外付けモニター14,15 
電源18 
ネット ヮーク 13 
コンピューター 
清掃51 
手入れ51 
持ち運び64 

コンピューターのシリアル番号 
64 


システム修復ディスク 53 
システムの復元ポイント53 
指紋認証システム 
位置8 

周辺光、ホットキー 29 


周辺光センサー 
位置16 

シリアルコネクタ、位置18 
シリアル番号64 

す 

ズームタッチパッドジェス 
チャ 34 

スクロールタッチパッドジェス 
チャ 34 

スター トキ ー 、位置10 
スピーカー 
位置12 

スマートカードスロット 15 
スロット 

ExpressCard 14,15 
スマー トカ ー ド15 
セキュリティロックケーブ 
ル 13 


せ 

製品名および製品番号、コンピュー 
夕一 64 

セキュリティロックケーブル用 
スロット 

位置13 


そ 

外イ寸けモニターコネクタ14,15 


た 

タッチパッド 
位置5 

ホンかつ ボタン5 
使用31 
ボタン5 

タッチパッドオン/オフボタン、 
位置7 

タッチパッドオン/オフランプ 
6 

タッチパッドジェスチヤ 
回お35 
ズ ーム 34 
スクロール 34 
ピンチ34 


〇 

通気孔 

位置14,15,20 


て 

ディスプレイリリースラッチ 
11 

底面 カバー 

取り外しまたは取り付けなお 
し38 

底面カバーリリースラッチ、位 
置20 
テン キー 
位置29 
内蔵10 
テンキー、外かけ 
Num Lock 31 
使巧31 
電源コネクタ 
位置18 
電源ボタン 
位置8 

電源ランプ6,11 
と 
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内蔵 Web カメラランプ 
位置16,17 

内蔵ディスプレイスイッチ16, 
17 

内蔵テンキー 
位置10,29,30 
内蔵マイク 
位置16,17 

に 

入力電源66 
ね 

ネットワークコネクタ 
位置13 

は 

ハードドライブ 
取り付け41 
取り外し40 
復元56,朗 

ハードドライブランプ12 
バックアップおよび復元54 
バックアップと復元センター 57, 
58 
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バッテリ 

取り付けなおし36 
バッテリベイ 20,64 
バッテリランプ11 
バッテリリリースラッチ20 

ひ 

光センサー、位置16 
表示画面、切り替え29 
ピンチタッチパッドジェス 
チャ 34 

ふ 

フアンクシヨンキー 
位置9 

復元用パーティシヨン56,59 
プロダクトキー 64 

ほ 

ポインティングデバイス 
カスタマイズ31 
ポイントスティック 5 
ボタン 

QuickWeb 8 

オプティカルドライブのイ 
ジェクト13 
計算機8 
タッチパッド7 
タッチパッドオン/オフ 5 
電源8 

左のタッチパッド5 
左のポイントスティックボタ 
ン 5 

右のタッチパッド5 
ちのポイントスティックボタ 
ン 5 

ミュート。肖音） 8 
無線8 
ホットキー 

音量の調節29 
画面の輝度を上げる29 
画面の輝度を下げる29 
画面を切り替える29 
周辺光感知機能29 
使用28 
スリープ29 
説明28 
バッテリ充電29 


ま 

マウス、外付け 

オプションの設を31 


み 

ミュート（消‘音）ボタン 
位置8 

ミュート（消音）ランプ、位置6 


む 

無線、位置20 
お線 LAN 
接続23 
保護24 

無線 LAN アンテナ 
位置16,17 
無線 LAN デバイス64 
無線 LAN のセットアップ23 
無線 LAN ラベル64 
無線 WAN アンテナ、位置16,17 
無線アンテナ、位置16,17 
無線認定/認証ラベル64 
お線ネットワーク（無線 LAN ) 

接続22 
必要な機器23 
無線のセットアップ23 
無線ボタン 
位置8 

無線ランプ6,11 
無線ルーター、設定24 

め 

メディアカードリーダー、位置 
14,15 

メニユーキー、位置10 
メモリモジユール 
交換46 
装着47 
取り外し46 

メモリモジユールコンパートメ 
ント、位置20 


ち 

モバイルブロ ードバンドモ 
ジュール、位置20 


ら 

ラッチ 

バツテリリリース20 


ラベル 

Bluetooth 64 

HP モバイルブロードバンド 
モジユール64 
Microsoft Certificate of 
Authenticity 64 
SIM 64 
規定 64 
シリアル番号 64 
お線 LAN 64 
無線認定/認証64 
ランプ 

Caps Lock 6 
HP QuickWeb 6 
Num Lock 6 
Web カメラ 16,17 
計算機 6 

タッチパッドオン/オフ 6 
電源6,11 
ハードドライブ12 
バッテリ11 
ミュート（消‘音） 6 

無線6,11 
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